


ソフトアプソーバの調整要領
(FMA、 FML型マグナムシリ ーズ ・ ソフトアプソー バ）

この度は、弊社産業用ソフトアブソーバをご使用いただき、誠に有り難うございます。

ソフトアブソーバの調整とは、理想的な衝撃吸収になるように、アプリケ ーション各種に応じて（使用状況によって）等価質量
が適合するようにオリフィスを開けたり閉じたりさせて、最適な目盛位置を決定する作業です。
ソフトアブソーバは、0~9の目盛がついており、この範囲内でアジャスタ ーにて調整いたします。（オリフィスは、0で全閉、9で
全開状態になります。）
ソフトアブソーバは、工場出荷時にアジャスター目盛が、5にセットされておりますので、ご使用に当たりましては各アプリケーシ
ョンごとに調整が必要になります。
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マグナムシリーズアブソーバの調整型は、 目盛
が前部及び後部の 2 ヶ所に表示されており、アジ
ャスターも 2 ヶ所の設定です。フロントまたはリアの
アジャスタ ーのどちらか都合の良いほうを選択し
て戴き、調整作業を実施して下さい。

まず、装置に取付けが終わりましたら、目盛5のままで物体を衝突させます。
この時、ショック吸収が充分であれば、そのままご使用できますが、ショック吸収が不充分な場合は、ロックスクリュ ー 注1)
を緩めて（エ具：六角レンチ2mm) アジャスタ ーが廻るようにいたします。（ロックスクリュ ー 注1)は、一回転で緩むようにな
っています。廻し過ぎてロックスクリュ ー 注1) を紛失しないようにして下さい。アジャスタ ーの作動は、本体構造上少し硬
めになっております。フロントアジャスタ ーはピンレンチ、リアは六角レンチで廻します。）
衝突時、次のような現象が現れた場合、必ず調整作業を実施し
ていただきます。これを怠るとソフトアブソー バの役目を果たさぬ
ばかりか、取付け機器本体へも悪影響が発生いたしかねません
ので、必ず調整は実施して下さい。

符号 現 象 処 置

◎衝突の初期に強い ◎ 目盛5から9の方向にアジャ
ショックが発生する。 スタ ー を廻し、適切な位置に

設定して下さい。

◎衝突の後半に強い ◎目盛5から0の方向にアジャ
ショックが発生する。 スタ ー を廻し、適切な位置に

設定して下さい。

C ◎目盛l以下でもショックを ◎1段階上のアブソ ー バを検
吸収しない。 討して下さい。

調整が終わりましたら、ロックスクリュー注1)を締め、アジャスターが振動等で
廻ることのないようにして、作業完了となります。

（作業手順）

|装置への取付け I
↓
 衝突テスト

↓
 ロックスクリュ ー 注l) を緩める

↓
 アジャスタ ーを廻し、調整

↓
 ロックスクリュ ー 注l)を締め、

作業完了

（あまり堅く締めすぎない様に！）

注1) FMA/FML-64シリ ー ズのみで、他のシリ ー ズはロックスクリュ ー はありません。

ソフトアプソーバー による二；知足害の起らぬ様対策を行って下さい。
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